
　新年あけましておめでとうございます。皆様方にはご健勝で希望あふれる新年をお迎えのことでしょう。
　しかし沿岸各地はとてもおめでたい気持ちにはなれないでしょう。街は復興の掛け声が響き渡りいささか変
わりつつありますが、肝心の雇用創出や生活の再建、そして人々の心の復興には相当の時間がかかることで
しょう。まさに住民本位の自立に向けた支援が一層必要になっています。震災からもうすぐ１年たちます。改
めてわたしたち労働と福祉の専門集団としての力量が試される一年となることでしょう。岩手労福協に結集さ
れる事業団体構成団体のご協力により、この間多くの浄財を被災地にお送りすることができました。またそれ
ぞれが持ち前のわざと工夫、経験を活かされ取り組みをしていただきました。まさに「絆」を実感した昨年で
した。みなさん本当にご苦労様でした。この力を今年の大いなる飛躍のバネとしたいと考えます。
　昨年、世界遺産登録を果たした「平泉」は、10世紀から11世紀にかけて永久の平和と幸福を求めて創られた
都市です。「右　一音の覃ぶ所　千界を限らず　抜苦与楽　あまねく皆平等也　官軍夷虜の死事　古来幾多也
毛羽鱗介の屠を受くるもの　過現無量也　精魂は皆他方の界に去り　朽骨は猶此土の塵と為る　鐘声の地を動
かす毎に、　霊をして浄刹に導かしめんや」金色堂近くの鐘楼にはこんな言葉が刻まれています。『敵も味方
も虫けらも鳥魚の果てまで命あるものすべて平等に幸せを』こんな意味なのですが、ここに世界遺産として評
価された博愛精神と平和平等の思想が表現されているのです。平泉はあの世の幸せではなく現世にこそ幸福を
もたらすところに歴史的価値があるのです。どうか、この一年世界遺産の心にひたりながら活動を頑張ってい
こうではありませんか。本年もどうぞよろしく御願いいたします。

　　　　　　夢を見て夢を語りて　初茜
　　　　　　　　災いを福となさんと薪をわる
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新年明けましておめでとうございます。
東日本大震災を通じて、私たちはこれまでの社会

のあり方や生き方について深く考えさせられ、「助
け合い、支え合い」「人と人とのつながり」の大切
さを学びました。これからも労働組合と協同組合の
総力をあげて、絆・助け合いの輪を復興・再生、そ
して日本社会全体の創り直しにつなげていきましょ
う。

いよいよ国連が宣言した国際協同組合年が幕を開
けます。内外ともに協同組合の存在が期待されてい
る今、協同組合が連帯経済の担い手としての新たな
姿を示し、社会的存在感や価値、力量を高めていく
時です。

中央労福協は、「連帯・協同でつくる安心・共生
の福祉社会」をめざし、幅広いネットワークとの協
働で、社会的連帯を深める運動や政策実現、ライフ
サポート活動、協同事業・労働者福祉運動の基盤強
化に取り組んでいきます。

新しい時代のステージをみずからの手で創造して
いくという気概をもって、ともに頑張りましょう。

日頃の連合運動に対するご理解ご協力に対し、改
めまして感謝申し上げます。

さて、昨年は東日本大震災が私たちの生活に甚大
な被害と影響をおよぼし、雇用環境も急激に悪化し
ました。このような中、全国の多くの仲間のみなさ
んの善意による救援カンパや被災地支援の物資販
売、加えて復興ボランティア活動に多大なご協力を
賜りました。

連合が目標とする「働くことを軸とした安心社会
の構築」に向け、被災地の復興・再生の取り組みは
重要な位置づけとなります。そのヒントは、まさに
復興ボランティア活動における地域とのつながり、
そして一人一人の労働者とのつながりにあることを
学びました。
「ひとりはみんなのために、みんなはひとりのた

めに」の精神を大切にし、復興・再生元年となる
2012年をしっかりと歩んでいくことをお誓いいたし
ます。

本年も連合岩手に対するご支援、ご協力をお願い
し新年のご挨拶といたします。

2012年頭挨拶
ひとりはみんなのために

みんなはひとりのために
労働者福祉中央協議会

 会　長  古　賀　伸　明　

連 合 岩 手

 事務局長  八　幡　博　文
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新年明けましておめでとうございます。平和環境
岩手県センターは、昨年12月３日に定期総会を行い、
2012年度総会スローガン「平和憲法の理念を活かし、
脱原発と護憲平和をめざし、基本的人権と民主主義
を守り発展させるために、すべての働く者・生活者
との連帯を強め、地域に根ざした運動を展開しよう」
を採択しました。

政権交代以降２年間で首相は３人目となり、国民
生活第一の政策が揺るぎ始めています。特に、東日
本震災以降「子ども手当ての見直し」「TPP参加」「公
務員賃金の引き下げ」「消費税率の引き上げ」など、
これからの国民生活に大きな不安を感じさせていま
す。国の将来ビジョンもなく、アメリカ主導により
政治が動いています。

脱原発、平和と民主主義を守るため平環センター
の総力を上げてがんばっていきたいと思います。皆
様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、新年のご挨
拶とします。

　

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかな新年をおむかえ

のこととお喜び申しあげます。
昨年は３月11日に東日本大震災が発生し、この地

震による大津波が東北沿岸地域に押し寄せ、甚大な
被害をもたらしました。

三陸地方では、明治三陸地震津波（1896年）、昭
和三陸地震津波（1933年）、チリ地震津波（1960年）
と繰り返し津波に襲われています。この度の大津波
は、予測を超えるものであったためでしょうか、死

者行方不明者が２万名にも達してしまいました。
私たちは、未来を変えることは出来ますが過去は

変えられません。悲惨な出来事は、しっかりと記憶
に留め、明るい未来を信じて新たな一歩を踏み出し
ましょう。

さて、友愛会は「鈴木文治氏」が14名の賛同者と
共に1912年８月１日に発足させました。結成当時は
労働組合というよりは労働者同士の相互扶助が目的
で、性格は共済組合であったとされています。労福
協活動の原点は、友愛会にあるといっても過言では
ありません。

岩手友愛会は、労福協の諸活動に対し積極的に参
加するとともに、労働者やご家族が幸せ感を持てる
社会の実現に向けて共に取り組んでまいりますの
で、旧年に倍するご支援ご協力を賜りますようよろ
しくお願い申しあげます。

最後に皆様のご健勝とご活躍をお祈り申しあげ、
年頭にあたってのご挨拶とさせて頂きます。

新年明けましておめでとうございます。
謹んで新春のお慶びを申し上げます。
さて、昨年は３月11日に発生した東日本大震災で

多くの尊い命が奪われるなど、未曾有の大災害がも
たらされました。改めまして被害に遭われた皆様に
心からお見舞い申し上げます。

震災の復興はまだまだ道半ばであり、私ども労働
金庫と致しましても、震災の復旧・復興を事業の基
本方針に、福祉金融機関の果たすべき役割を十分に
発揮し、被災された方々はもとより、全てのお客様
に対し、親切・丁寧に対応をして参りたいと考えま
す。

2012年が皆様にとりまして、輝かしい一年になり
ますよう心からご祈念申し上げますとともに、なお
一層のご指導・ご厚誼を賜りますようお願い申し上
げ、年頭にあたってのご挨拶とさせていただきます。

平和憲法の理念を

年頭にあたって

福祉金融機関としての
　　　　　 役割を胸に

平和環境岩手県センター

 議　長  豊　巻　浩　也　

岩 手 友 愛 会

 会　長  古　門　賢　一　

東北労働金庫岩手県本部

 本部長  小野寺　正　志　
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復興元年の幕開けを迎える新年を共に喜び合いた
いと思います。昨年は、岩手労済生協50周年記念事
業や東日本大震災における全労済岩手県本部の災害
対策に関わり、職域・地域でのご支援を賜り心から
感謝を申し上げます。

さて、今年は「国際協同組合年」に位置付けられ、
全労済の社会的役割を高めていくために岩手県本部
は、４月７日に財団法人全労済協会と共催で講演等
の事業を実施します。特にも被災地では復興に向け
て本格的な街づくりが行われる年となります。全労
済としても「住まいと暮らしの防災・保障点検運動」
を軸に生活再建に向けた運動の推進と復興への支援
をしっかりと果たしていきたいと思います。

最後に、今年一年が労福協にとって昇竜のごとく
大きく飛躍する年となりますよう心からご祈念申し
上げ新年の挨拶とします。

新年あけましておめでとうございます。
また、昨年中はハピネス共済会の様々な取り組み

に対し、御支援と御協力を頂き心から感謝申し上げ
ます。

昨年７月22日に開催いたしました、第41回評議員
会におきましては、厳しい環境下ではありましたが、
健全な決算状況（H23年５月31日決算）を報告する
ことができ、これもひとえに皆々様の御支援・御協
力の賜物と役職員一同肝に銘じ、御礼を申し上げま
す。

改正 ｢保険業法｣ で共済事業の継続が困難とされ
ておりましたが、現行公益法人が認可特定保険業の

認可取得によって、引き続き共済事業の継続が可能
となる ｢保険業法等の一部を改正する法律の一部を
改正する法律｣ が第176回国会でH22年11月12日可
決成立しました。ハピネス共済会は、この法律に基
づき ｢認可特定保険業｣ の認可取得に全力をあげ、
共済事業の継続が可能となるよう全力をあげること
を表明し新年の御挨拶とさせて頂きます。

バブル崩壊から20年以上経過しても、今なお生活
基盤を取りまく環境改善が進まず、さらに大震災の
惨禍が重なって、大きな社会的負荷となり先行きが
見えない事から“凋落社会”の予兆も指摘される中
で新春を迎えました。

昨年の相談状況は、多重・過重債務問題は大きく
減少した反面、生活資金の需要が顕著に増え、年金
受給者が身内の生計を支援するための資金、公共料
金や諸税、家賃などの返済、さらに、失業による無
収入、非正規雇用者の来訪増など深刻かつ複雑な状
態を反映して、生活再建への道筋の判断が難しい
ケースが急増しました。信用生協は、行政機関と連
携しながら、セーフティーネットの「網の目」をう
め、補完を通じて地域社会の安全・安心を目指す活
動に努めていますが、大震災や失業などによる貸倒
リスクが財務状況を緊迫させております。自助努力
で事業の継続性を追求することは当然ですが、自ず
と限界に直面しており、制度金融の確立、変化に適
合した関係法の創造的見直し、リスク基金の創設な
ど、国の政策支援が待たれます。「生協における相談・
貸付事業」研究会報告にあるとおり、今日の社会に
おいて相互扶助の理念に支えられた生協の相談・貸
付事業が、今後全国に広がることを期待し、そのた
めに信用生協も貢献してまいりたいと考えておりま
す。

新しい年が、希望に満ちた飛躍の年でありますよ
うに祈念申し上げまして、念頭の挨拶といたします。

「国際協同組合年」
にあたって

新たな展望を目指して

全労済岩手県本部

 本部長  来　内　広　幸　

ハピネス共済会
　財団法人岩手県民共済会

 理事長  菅　生　哲　修　

地域社会の
安全・安心のために
消費者信用生活協同組合

 理事長  矢　神　章　男　
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年が改まりました。この状況下において、めでた
いかどうかは別にして、日本の伝統文化として心の
救いともなる言葉「年忘れ」「年が改まる」は気持
ちの良いもので、心を新たに切り替える良いきっか
けとなります。

さて、学校生協の経営状況は大震災の影響もあり
総体的には厳しいのですが、震災を加味した計画に
比べると良好な数値で推移しています。経営の中心
であるWeek（共同購入）は利用者数や供給高の規
模が拡大し、全員利用運動であるファミリー月間も
従前より利用が拡大しているものの、この間の「利
用結集による支援」の呼びかけだけでは全員利用が
厳しくなっており、春の月間では利用プレゼントを
復活し、一万人を越える利用結集に挑戦することと
しました。労福協に結集する皆様もぜひご支援くだ
さい

学校生協は、事業改革に取り組む中での厳しい経
営状況ではありますが、労福協の皆さんと共に、震
災の復興の一助となるように運動と事業に取り組ん
でまいります。

新年あけましておめでとうございます。
旧年中の労働福祉会館へのご愛顧に対しまして、

心から感謝申し上げます。
昨年３月に発生した東日本大震災大津波により被

災された方々には、改めてお見舞いを申し上げます
とともに、一日も早い復興を強く願うところであり
ます。

また、震災直後から長期間にわたって、ボランティ
ア活動に従事された多くの労働団体並びに労働者福
祉事業団体の皆様に、深く敬意を表します。

さて、2011年３月11日、東日本大震災という未曾
有の事態の中で、労働福祉会館も利用者の減少など
影響を受けたところですが、労福協構成団体をはじ
めとする皆様からのご利用をいただき、年末にかけ
て95％までご予約、ご利用が回復するに至りました。

改めて、労働者福祉団体の皆様に厚く御礼申し上
げますとともに、2012年も役職員一丸となって、会
館運営に邁進いたしますので、変わらぬお引き立て
を賜りますようお願い申し上げます。

皆様のご多幸とご繁栄を心よりご祈念申し上げ、
年頭のご挨拶といたします。

Week（共同購入）の
   更なる利用結集を

普遍の
　運動拠点として

岩手県学校生活協同組合

 理事長  豊　巻　浩　也　

財団法人　岩手労働福祉会館

 理事長  来　内　広　幸　
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　11月17日㈭から20日㈰までの４日間、第30回岩手県勤労者美
術展を盛岡市民文化ホール（マリオス）４階展示場において開
催いたしました。
　作品出展は、絵画56点、写真94点、書道25点、切絵11点の合
計186点が出展され、期間中は約270名の方々が鑑賞に訪れまし
た。
　作品は、各部門も秀作揃いで審査員を悩ませましたが、厳正
なる審査の結果、左記の方々が入賞いたしました。
　表彰式は、21日㈰正午から展示会場で行われ、審査員の先生
方から、部門別の総評のご講評をいただきました。
　岩手県知事賞は岩手県商工労働観光部雇用対策・労働室の猪
久保課長から、また、労福協の砂金会長からは、各部門優秀
賞、奨励賞、佳作について、それぞれ賞状
と副賞が授与されました。
　なお、次回の第31回美術展は、11月８日
㈭～11日㈰盛岡市民文化ホールにて開催予
定です。たくさんのご出展をお待ちしてお
ります。

　労福協会員、関係団体の交流と親睦を目的と
したゴルフコンペを、10月１日㈯に盛岡南ゴル
フ倶楽部において開催しました。コンペには25
名が参加してそれぞれ遺憾なく日頃の実力を発
揮され、腕を競い合いました。

　2011年12月６日㈫に労働者福祉北部協議会
（北部労福協）の第47回定期総会が、福島県の
「母成」で34名の役員・代議員・来賓の出席で
開催されました。総会では、2011年度活動報告
と会計決算報告、2012年度活動方針及び予算が
承認されました。
　なお、2012年度からの幹事県は、宮城労福協
が担当することとなりました。
　また、総会終了後に「原発事故・放射能汚染
問題」と題し、小山良太福島大学准教授を講師
に講演会が開催されました。

　岩手労福協は2011年６月16日、岩手労働福祉
会館において第57回通常総会を開催。2010年度
の活動報告及び会計関係の議案が満場一致で承
認されました。2011
～12年度の役員改選
では、砂金文昭会長
らの新しい執行部が
選出されました。

　３月11日に発生し
た未曾有の東日本大
震災により、大きな
被害と多くの人命が
奪われたことに対
し、衷心より哀悼の意を表しますと共に、被災
者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　岩手労福協は、災害復旧・復興への支援とし
て、４月13日に岩手県へ2,000万円を寄贈いたし
ました。
　さらに、全国の県労福協仲間の皆さんから寄
せられました災害見舞金・チャリティー募金132
万５千円を、11月25日に震災・津波により親を
失った子ども達を支援する「いわて学び希望基
金」へ寄贈いたしました。

　これまでの、多大なご支
援ご協力に感謝申し上げま
すとともに、多くの仲間の
皆さんと力を合わせ、復
旧・復興に向け全力で前進
していきたいと思います。

第30回入賞者と作品名

岩手県知事賞
絵画部門
写真部門
書道部門

佐　藤　英　子 （時の化石）

小　原　順　次 （食う）

澤　藤　華　星 （呉山詩）

入　賞　者

 審 査 員 

〔絵画の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
　 〃
佳 　 作
　 〃
　 〃
　 〃

大　澤　和　江 （寒日）

辻　　　齊　一 （収穫－Ⅱ）

鈴　木　つや子 （牧場）

堀　米　英　子 （デッサン画に集中）

竹　澤　　　淳 （晩秋）

坂　本　偵　子 （早春の岩手山）

菅　原　紀　夫 （納戸の片隅で）

〔書道の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
佳 　 作
　 〃
　 〃

〔写真の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
　 〃
　 〃
佳 　 作
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
親子ふれあい賞
　 〃
　 〃

黒　木　義　則 （天からの手紙）

福盛田　　　弘 （清冽）

北井崎　　　昇 （絆）

佐々木　律　子 （もっと高く飛ばそ）

福盛田　美奈子 （氷のシャンデリア）

平　舘　　　徹 （過密）

金　谷　規倭子 （それっ もう一杯）

吉　田　　　功 （氷彩）

葛　巻　ハ　ル （水田に映える馬っ子）

千　田　　　久 （ゆきあそび）

菅　原　一　郎 （獲物はエビだ）

及　川　文　夫 （休日の親子）

岩手県勤労者美術展
－盛岡市民文化ホール（マリオス）で開催－

北部労福協
第47回定期総会開催される

東日本大震災への
義援金の寄贈

岩手労福協
第57回通常総会が開催される

　中央労福協は11月25日、東京・総評会館にお
いて第60回定期総会を開催。2012～13年度の運
動方針を決定し、東日本大震災からの復興・再
生、2012年国際協同組合年に向けた社会的役割
の発揮、貧困や孤立のない社会に向けたセーフ
ティネットの強化など
に重点的に取り組むこ
とを全体で確認しまし
た。
　役員改選では、古賀
伸明会長、大塚敏夫事
務局長らの新しい執行
部が選出されました。

中央労福協
第60回定期総会が開催される
2012～13年度の運動方針を採択
古賀伸明会長、大塚敏夫事務局長など役員を選出

メインスローガン

「連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！」

岩手労福協では、ホームページを開設いたしております。 イベント予定・活動報告等を掲載して
おります。 是非ご活用下さい。

ホームページのご案内

http://iwate.rofuku.net

第2２回岩手労福協会長杯ゴルフコンペ開催

書
道
　知
事
賞
受
賞
作
品

絵画　知事賞受賞作品

小山福島大学准教授による講演会北部労福協第47回定期総会

絵画
写真
書道

写真　知事賞受賞作品

岩手県写真連盟会長

岩手書道協会副会長

示現会会員、
岩手芸術祭美術展洋画部門常任理事及川　久

小川文男
吉田晨風

優　勝　沼田正行（労金一関支店） グロス86 ネット70.4
準優勝　高橋恒徳（シチズン東北労組） グロス91 ネット71.8
第３位　及川忠雄（シチズン東北労組） グロス84 ネット74.6

ホームページ

第2２回岩手労福協会長杯ゴルフコンペ開催

会　　長 砂　金　文　昭
副 会 長 小野寺　正　志
　 〃 　 佐々木　敏　男
　 〃 　 来　内　広　幸
　 〃 　 古　門　賢　一
専務理事 小　野　　　務
理　　事 下斗米　義　孝
　 〃 　 浦　山　正　年

理　　事 昆　　　　　誠
　 〃 　 矢　神　章　男
　 〃 　 豊　巻　浩　也
　 〃 　 八　幡　博　文
　 〃 　 上　田　　　高
　 〃 　 森　　　隆　行
監　　事　 吉　田　恵　一
　 〃 　 柴　谷　正　孝

2011～12年度労福協役員

鈴　木　里　美 （劉禹錫詩）

田之岡　青　桂 （七言二句）

佐　藤　静　堂 （般若心経）

川　下　子　鳳 （七言二句）

櫻　庭　蕙　扇 （耿　詩）
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　11月17日㈭から20日㈰までの４日間、第30回岩手県勤労者美
術展を盛岡市民文化ホール（マリオス）４階展示場において開
催いたしました。
　作品出展は、絵画56点、写真94点、書道25点、切絵11点の合
計186点が出展され、期間中は約270名の方々が鑑賞に訪れまし
た。
　作品は、各部門も秀作揃いで審査員を悩ませましたが、厳正
なる審査の結果、左記の方々が入賞いたしました。
　表彰式は、21日㈰正午から展示会場で行われ、審査員の先生
方から、部門別の総評のご講評をいただきました。
　岩手県知事賞は岩手県商工労働観光部雇用対策・労働室の猪
久保課長から、また、労福協の砂金会長からは、各部門優秀
賞、奨励賞、佳作について、それぞれ賞状
と副賞が授与されました。
　なお、次回の第31回美術展は、11月８日
㈭～11日㈰盛岡市民文化ホールにて開催予
定です。たくさんのご出展をお待ちしてお
ります。

　労福協会員、関係団体の交流と親睦を目的と
したゴルフコンペを、10月１日㈯に盛岡南ゴル
フ倶楽部において開催しました。コンペには25
名が参加してそれぞれ遺憾なく日頃の実力を発
揮され、腕を競い合いました。

　2011年12月６日㈫に労働者福祉北部協議会
（北部労福協）の第47回定期総会が、福島県の
「母成」で34名の役員・代議員・来賓の出席で
開催されました。総会では、2011年度活動報告
と会計決算報告、2012年度活動方針及び予算が
承認されました。
　なお、2012年度からの幹事県は、宮城労福協
が担当することとなりました。
　また、総会終了後に「原発事故・放射能汚染
問題」と題し、小山良太福島大学准教授を講師
に講演会が開催されました。

　岩手労福協は2011年６月16日、岩手労働福祉
会館において第57回通常総会を開催。2010年度
の活動報告及び会計関係の議案が満場一致で承
認されました。2011
～12年度の役員改選
では、砂金文昭会長
らの新しい執行部が
選出されました。

　３月11日に発生し
た未曾有の東日本大
震災により、大きな
被害と多くの人命が
奪われたことに対
し、衷心より哀悼の意を表しますと共に、被災
者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　岩手労福協は、災害復旧・復興への支援とし
て、４月13日に岩手県へ2,000万円を寄贈いたし
ました。
　さらに、全国の県労福協仲間の皆さんから寄
せられました災害見舞金・チャリティー募金132
万５千円を、11月25日に震災・津波により親を
失った子ども達を支援する「いわて学び希望基
金」へ寄贈いたしました。

　これまでの、多大なご支
援ご協力に感謝申し上げま
すとともに、多くの仲間の
皆さんと力を合わせ、復
旧・復興に向け全力で前進
していきたいと思います。

第30回入賞者と作品名

岩手県知事賞
絵画部門
写真部門
書道部門

佐　藤　英　子 （時の化石）

小　原　順　次 （食う）

澤　藤　華　星 （呉山詩）

入　賞　者

 審 査 員 

〔絵画の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
　 〃
佳 　 作
　 〃
　 〃
　 〃

大　澤　和　江 （寒日）

辻　　　齊　一 （収穫－Ⅱ）

鈴　木　つや子 （牧場）

堀　米　英　子 （デッサン画に集中）

竹　澤　　　淳 （晩秋）

坂　本　偵　子 （早春の岩手山）

菅　原　紀　夫 （納戸の片隅で）

〔書道の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
佳 　 作
　 〃
　 〃

〔写真の部〕
優 秀 賞
奨 励 賞
　 〃
　 〃
佳 　 作
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
親子ふれあい賞
　 〃
　 〃

黒　木　義　則 （天からの手紙）

福盛田　　　弘 （清冽）

北井崎　　　昇 （絆）

佐々木　律　子 （もっと高く飛ばそ）

福盛田　美奈子 （氷のシャンデリア）

平　舘　　　徹 （過密）

金　谷　規倭子 （それっ もう一杯）

吉　田　　　功 （氷彩）

葛　巻　ハ　ル （水田に映える馬っ子）

千　田　　　久 （ゆきあそび）

菅　原　一　郎 （獲物はエビだ）

及　川　文　夫 （休日の親子）

岩手県勤労者美術展
－盛岡市民文化ホール（マリオス）で開催－

北部労福協
第47回定期総会開催される

東日本大震災への
義援金の寄贈

岩手労福協
第57回通常総会が開催される

　中央労福協は11月25日、東京・総評会館にお
いて第60回定期総会を開催。2012～13年度の運
動方針を決定し、東日本大震災からの復興・再
生、2012年国際協同組合年に向けた社会的役割
の発揮、貧困や孤立のない社会に向けたセーフ
ティネットの強化など
に重点的に取り組むこ
とを全体で確認しまし
た。
　役員改選では、古賀
伸明会長、大塚敏夫事
務局長らの新しい執行
部が選出されました。

中央労福協
第60回定期総会が開催される
2012～13年度の運動方針を採択
古賀伸明会長、大塚敏夫事務局長など役員を選出

メインスローガン

「連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！」

岩手労福協では、ホームページを開設いたしております。 イベント予定・活動報告等を掲載して
おります。 是非ご活用下さい。

ホームページのご案内

http://iwate.rofuku.net

第2２回岩手労福協会長杯ゴルフコンペ開催

書
道
　知
事
賞
受
賞
作
品

絵画　知事賞受賞作品

小山福島大学准教授による講演会北部労福協第47回定期総会

絵画
写真
書道

写真　知事賞受賞作品

岩手県写真連盟会長

岩手書道協会副会長

示現会会員、
岩手芸術祭美術展洋画部門常任理事及川　久

小川文男
吉田晨風

優　勝　沼田正行（労金一関支店） グロス86 ネット70.4
準優勝　高橋恒徳（シチズン東北労組） グロス91 ネット71.8
第３位　及川忠雄（シチズン東北労組） グロス84 ネット74.6

ホームページ

第2２回岩手労福協会長杯ゴルフコンペ開催

会　　長 砂　金　文　昭
副 会 長 小野寺　正　志
　 〃 　 佐々木　敏　男
　 〃 　 来　内　広　幸
　 〃 　 古　門　賢　一
専務理事 小　野　　　務
理　　事 下斗米　義　孝
　 〃 　 浦　山　正　年

理　　事 昆　　　　　誠
　 〃 　 矢　神　章　男
　 〃 　 豊　巻　浩　也
　 〃 　 八　幡　博　文
　 〃 　 上　田　　　高
　 〃 　 森　　　隆　行
監　　事　 吉　田　恵　一
　 〃 　 柴　谷　正　孝

2011～12年度労福協役員

鈴　木　里　美 （劉禹錫詩）

田之岡　青　桂 （七言二句）

佐　藤　静　堂 （般若心経）

川　下　子　鳳 （七言二句）

櫻　庭　蕙　扇 （耿　詩）
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最高殊勲賞　菊池　寿（HOTクラブ）
殊　勲　賞　稲村守人（HOTクラブ）
敢　闘　賞　亀尾　輝（コクヨクラブ）

　退職後の生活設計や年金、社会保険等についてお話を聞き、退職後の生活に少しでも活かしていただ
くことを目的に退職準備サポート研修会を県内３会場で開催しました。

　相談総件数は８ヵ月180件で、月平均23件となりました。前年同期比較では29件減少（－14％）ですが、相談内
容からは大変厳しい生活環境が伺われます。
　主な相談内容は、多い順に①生活相談91件（62％）、②法律税務31件（15％）、労働相談30件（８％）、④金銭相
談23件（８％）です。

●年金制度の概要 日本年金機構
●退職後の労金利用 東北労働金庫岩手県本部
●退職後の保障設計 全労済岩手県本部
●退職後の医療保障 ハピネス共済会
●岩手における多重債務 消費者信用生活協同組合
●地域での自分のあり方 岩手県社会福祉協議会
●退職後の社会保険 日本年金機構

　㈳岩手県経営者協会にも後援をいただき、日本年金機構並び
に各事業団体や県社会福祉協議会の方々に講師をお願いし、年
金保険の概要、退職後の健康保険・資金運用・保障などについ
てお話をいただきました。
　また、各会場とも未組織勤労者の参加もあり、個別相談も受
けました。

　第23回岩手県勤労者野球大会は10月16日㈰秋雨の中、
雫石町の町営鶯宿グランドで開催いたしました。
　グランドの整備等により、30分遅れの９時プレー開始
になりましたが、県内各地区予選を勝ち抜いた７チーム
が参加し熱戦が繰り広げられました。
　なお、試合結果につきましては、以下のとおりです。

2011年度
退職準備サポート研修会
2011年度
退職準備サポート研修会
2011年度
退職準備サポート研修会

第23回岩手県勤労者野球大会第23回岩手県勤労者野球大会
労福協からのお知らせ労福協からのお知らせ

（2011年4月1日～10月31日現在）

研 修 内 容

2011年11月５日㈯ 北　上 さくらホール 71名
2011年11月６日㈰ 盛　岡 岩手労働福祉会館 66名
2011年11月26日㈯ 一　関 総合防災センター 41名

日　時 地　区 会　場 参加者数

2012年1月27日㈮ 15：30～16：45
岩手労働福祉会館 6階「かたくりの間」
「東日本大震災一連の報道」における

     講師：岩手日報社編集局次長 川井博之氏
  「東日本大震災の現状と今後の課題」について

岩手県労働者福祉協議会研究集会

〈相談内容別〉

日時
会場
講演
内容

2012年２月19日㈯ 10：00～
ビッグハウススーパーレーン

個人賞・団体賞・参加賞あり！！

第16回岩手県勤労者ボウリング大会
日時
会場

2012年1月27日㈮ 17：00～
岩手労働福祉会館 5階「いしわり」

2012年新春交賀会
日時
会場

2012年3月3日㈯ 10：00～
2012年3月4日㈰ 10：00～
盛岡市・北上市

家庭介護セミナー

日時

会場

 合　計 労働相談 法律税金 子育て 金銭問題 生活相談 社会保障
 180件 30件 31件 ４件 23件 91件 １件

 ％ 17％ 17％ ２％ 13％ 51％ １％

〈年齢別〉
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 不明
 ０件 10件 19件 52件 50件 32件 13件 ２件 ２件

 ０％ ６％ 11％ 29％ 28％ 18％ ７％ １％ １％

合　計
180件

％

〈電話・来所別〉
合計180件 電話160件（89％） 来所20件（11％）

〈男女別〉
合計180件 男性54件（30％） 女性126件（70％）

〈サポートセンター別〉
合計180件 いわて 160件（89％） 北上 16件（９％） 一関 ４件（２％）

秘密
厳守 0120－804－340

サ   ポー   ト

に0120－804－340
お電話ください。

相談日 月～金曜日の平日

面接相談可
時　間 午前10：00～午後5：00

あなたを応援します。ライフサポートセンターいわてが

サ   ポー   ト

に

相 談 無 料 「ライフサポートセンターいわて」は、勤労者の皆さんの生
活支援を目的として、（社）岩手県労働者福祉協議会を中心
に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。お気軽にお
電話ください。

※専門家等に相談する場合は、別途料金がかかる場合があります。

労福協の

勤労者の皆さんの様々な悩み事やご相談に対応いたします。

優　勝　HOTクラブ（盛岡地区）
準優勝　岩手オフィス用品コクヨクラブ（盛岡地区）
第３位　自治労奥州市職員労働組合（江刺地区）
第３位　盛岡ガス（盛岡地区）

優　勝　
HOTクラブチーム
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賞

個
人
賞

“誰でもできる家庭での介護のＡ・Ｂ・Ｃ…”

ライフサポートセンターいわて相談状況報告ライフサポートセンターいわて相談状況報告ライフサポートセンターいわて相談状況報告
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最高殊勲賞　菊池　寿（HOTクラブ）
殊　勲　賞　稲村守人（HOTクラブ）
敢　闘　賞　亀尾　輝（コクヨクラブ）

　退職後の生活設計や年金、社会保険等についてお話を聞き、退職後の生活に少しでも活かしていただ
くことを目的に退職準備サポート研修会を県内３会場で開催しました。

　相談総件数は８ヵ月180件で、月平均23件となりました。前年同期比較では29件減少（－14％）ですが、相談内
容からは大変厳しい生活環境が伺われます。
　主な相談内容は、多い順に①生活相談91件（62％）、②法律税務31件（15％）、労働相談30件（８％）、④金銭相
談23件（８％）です。

●年金制度の概要 日本年金機構
●退職後の労金利用 東北労働金庫岩手県本部
●退職後の保障設計 全労済岩手県本部
●退職後の医療保障 ハピネス共済会
●岩手における多重債務 消費者信用生活協同組合
●地域での自分のあり方 岩手県社会福祉協議会
●退職後の社会保険 日本年金機構

　㈳岩手県経営者協会にも後援をいただき、日本年金機構並び
に各事業団体や県社会福祉協議会の方々に講師をお願いし、年
金保険の概要、退職後の健康保険・資金運用・保障などについ
てお話をいただきました。
　また、各会場とも未組織勤労者の参加もあり、個別相談も受
けました。

　第23回岩手県勤労者野球大会は10月16日㈰秋雨の中、
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日　時 地　区 会　場 参加者数
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岩手県労働者福祉協議会研究集会

〈相談内容別〉

日時
会場
講演
内容
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個人賞・団体賞・参加賞あり！！
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2012年3月4日㈰ 10：00～
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日時

会場
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 ０件 10件 19件 52件 50件 32件 13件 ２件 ２件

 ０％ ６％ 11％ 29％ 28％ 18％ ７％ １％ １％

合　計
180件

％

〈電話・来所別〉
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〈男女別〉
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お電話ください。
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あなたを応援します。ライフサポートセンターいわてが

サ   ポー   ト

に
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活支援を目的として、（社）岩手県労働者福祉協議会を中心
に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。お気軽にお
電話ください。
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東北労働金庫岩手県本部　0120-1919-62
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　新年あけましておめでとうございます。皆様方にはご健勝で希望あふれる新年をお迎えのことでしょう。
　しかし沿岸各地はとてもおめでたい気持ちにはなれないでしょう。街は復興の掛け声が響き渡りいささか変
わりつつありますが、肝心の雇用創出や生活の再建、そして人々の心の復興には相当の時間がかかることで
しょう。まさに住民本位の自立に向けた支援が一層必要になっています。震災からもうすぐ１年たちます。改
めてわたしたち労働と福祉の専門集団としての力量が試される一年となることでしょう。岩手労福協に結集さ
れる事業団体構成団体のご協力により、この間多くの浄財を被災地にお送りすることができました。またそれ
ぞれが持ち前のわざと工夫、経験を活かされ取り組みをしていただきました。まさに「絆」を実感した昨年で
した。みなさん本当にご苦労様でした。この力を今年の大いなる飛躍のバネとしたいと考えます。
　昨年、世界遺産登録を果たした「平泉」は、10世紀から11世紀にかけて永久の平和と幸福を求めて創られた
都市です。「右　一音の覃ぶ所　千界を限らず　抜苦与楽　あまねく皆平等也　官軍夷虜の死事　古来幾多也
毛羽鱗介の屠を受くるもの　過現無量也　精魂は皆他方の界に去り　朽骨は猶此土の塵と為る　鐘声の地を動
かす毎に、　霊をして浄刹に導かしめんや」金色堂近くの鐘楼にはこんな言葉が刻まれています。『敵も味方
も虫けらも鳥魚の果てまで命あるものすべて平等に幸せを』こんな意味なのですが、ここに世界遺産として評
価された博愛精神と平和平等の思想が表現されているのです。平泉はあの世の幸せではなく現世にこそ幸福を
もたらすところに歴史的価値があるのです。どうか、この一年世界遺産の心にひたりながら活動を頑張ってい
こうではありませんか。本年もどうぞよろしく御願いいたします。

　　　　　　夢を見て夢を語りて　初茜
　　　　　　　　災いを福となさんと薪をわる
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